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令和４年度 第１３回「美川地区 まちづくり会議」概要 

 

日 時：令和４年６月１６日（木） １９：３０～２０：３０ 

場 所：美川公民館 

参加団体等：美川地区社会福祉協議会会長、美川地区民生委員会会長、美川体協会 

会長、美川鶴亀会会長、美川おかえりの会企画担当、美川文化協会理事、美川 

児童館カンガルークラブ、美川小育友会会長、美川婦人会副会長、美川まちづ 

くり協議会会長、町会連合会理事、公民館長ほか 

 

発言【１】 

 観光ボランティアガイドの際、看板が読めない状態のものがあります。点検をお 

願いしたい。 

【市】 

手取川大橋のたもとにあるルーツ交流館の看板につきましては、現在業者に修繕

を発注しており、９月末までには修繕が完了する予定であります。文化財保護課管

轄の看板や鳥越城跡のフェンス等については、状況を再点検の上、修繕や改善を要

するものについては順次予算化して対応いたします。鳥越城跡及び二曲城跡の看板

はＱＲコード対応済みです。 

 

発言【２】 

⑴神輿の屋根の部分（日覆）が 50 数年経って劣化しています。日覆や本体の修繕 

に補助金が出ないものか 

⑵横断者注意喚起灯の設置場所と設置時期について 

【市】 

 ⑴国、県とも文化財補助に神社神輿の新調・修繕は対象外としており、白山市も 

その基準に準じます。宝くじ助成（地域コミュニティ系）であれば神輿も対象 

となりますが、申請者（所有者）が町内会等の場合で、宗教法人であれば申請 

は難しいです。当該神輿の所有者が藤塚神社であれば、助成できない可能性が 

高いです。 

 ⑵横断者注意喚起灯については、今年は市内４か所に設置を予定しています。美 

川地区では、美川中町ル３３の郵便局の所に 10月末設置を予定としております。 
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発言【３】 

  令和５年春完成予定の「緑寿荘」について 

⑴Wi-Fi 設備を入れて欲しい 

⑵飲料の自販機は災害対応のものを設置して欲しい 

⑶利用料については、施設を利用するのがボランティアでやってる団体がほと 

んどなので、100％減免を考えて欲しい 

⑷各種団体が共同で使うことができるパソコンが欲しい 

⑸各種団体の資料を保管できるスペースを考えて欲しい 

  ⑹中宮と瀬女のスキー場用地を地権者に返還する際、単に返すのではなく、桜 

や広葉樹を植えて、樹木管理は地元の方に委託して、地元も潤うようなこと 

を考えてはどうか  

【市】 

 ⑴Wi-Fi 設備を準備する予定です。 

 ⑵自動販売機は、災害対応の自販機設置を検討していきます。 

 ⑶使用料については、条例で減免の基準などを考えている段階です。 

 ⑷各種団体が利用できるパソコンは備品対応とする予定です。 

⑸保管スペースについては、今後検討していきます。 

⑹現在、廃止に向けて地元と協議している状況です。今後の在り方について 

ご提案のことを含めて継続的に協議してまいりたいと考えております。 

 

発言【４】 

 ⑴年度当初、白山市全域で教職員が足りなかったと聞きました。子どもたちへの 

より良い教育につなげるため、教職員や指導できる人材等のマンパワーの確保 

をお願いしたい。 

 ⑵通学路に空き家があると、色々な危険が想定されます。空き家の所有者が空き 

家を除去できるような仕組みづくり。固定資産税の減免かなにか、空き家の解 

消に繋がる抜本的な対策を講じていただきたい。 

【市】 

 ⑴ 任用を行っている県に対して、教員不足が起こらないよう引き続き要望して 

  まいります。加えて、市として教員の働き方改革に取り組み、引き続き市で採 

用した支援員とともに子どもたちへのよりよい教育に取り組んでいく所存です。 

こうした取り組みが教員志望者の増加につながると考えております。 

 ⑵ 空き家解消対策として、空き家の流通を促し、空き家バンク制度の利活用を 
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  進めていきたいと考えており、登録者への支援を検討しています。 

また、空き家所有者に対し地域の方、町内会などから空き家バンクへの登録 

を呼びかけていただけるよう働きかけていきたいと考えています。 

 

発言【５】 

 まちづくり協議会でも当初から空き家の問題は非常に重要なこととされています

ので、大きな柱の一つとして取り組んでいきたいと思います。 

【市】 

空き家も適切な管理がされず、倒壊など保安上危険となった場合、特定空き家に

認定されます。その場合、6 分の 1 に軽減されていた固定資産税の軽減が外れて、固

定資産税が 6 分の 6 課税される等、税金の負担が増える場合があります。空き家の

活用を促すような制度もありますので、やはり地域が守っていくということで、ま

ちづくり協議会としての活躍を期待しています。 

 


